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リレーエッセイ

　渡嘉敷村は、那覇市の西方 30 数㎞洋上

に位置する慶良間諸島の中の最大の島で、

南北長約９㎞、東西長 1.4km～ 2.3k ㎡の、

島で沖縄本島に最も近い位置にある。この

渡嘉敷村と座間味村から行政区にある慶良

間諸島が、平成 26 年 3 月 5 日に全国で

27 年ぶり 31 番目の国立公園に指定され

た。これは、この地域が日本を代表する貴

重な自然環境が存在するという証であり、

大変名誉なことであります。これを契機に

自然環境保全に努め、観光振興に繋げるも

のと期待をしております。

　慶良間諸島地域は、島々と数多くの岩礁

からなる島嶼郡で、沖縄随一の多島海景観

美を呈することから、優れた海中景観や亜

熱帯植物景観を有する区域と併せて、昭和

53 年に沖縄海岸国指定公園に編入されま

した。

　そのような自然の中での島々は、悠々の

大地の歴史の中で育まれた民族文化が色濃

く反映された人文景観を有する地域でもあ

る。冬期は、毎年ザトウクジラが繁殖のた

め、本地域の地域を訪れる。又、陸地には

御嶽、貝塚や遺跡、戦争跡、文化財などが

数多くある。

　生活は海と大変関わりが深く、各字では

大漁豊漁等を祈願した祭祀、獅子舞や太鼓

といった伝統芸能が残っている。琉球王朝

時代には、中国への進貢船の中継地として

栄えた歴史がある。また、鰹漁の発祥の地

であり「ケラマ節」と呼ばれる鰹節は高く

評価され、日本最大の鰹漁の一つに発展し

た。その後の沖縄戦では、慶良間諸島は最

も悲惨な体験を強いられた所である。

　このように多様な歴史があるこの地域

が、国立公園に指定されたことにこれ以上

の喜びはありません。国立公園の指定を受

け、自然環境に力を入れ今後の観光振興の

発展に繋げたい。

〜慶良間諸島国立公園指定と観光振興〜

　　　　　　　　　　　　 　　座
ざ

間
ま

味
み

　昌
まさ

茂
しげ

（渡嘉敷村長）
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この人に聞く

座間味村阿嘉で生まれる

−仲村さんは現在 71 歳になられたよう

ですが、座間味村のどちらのお生まれ

ですか。ご兄弟は何名ですか。

　仲村　座間味村の阿嘉で生まれ、三人兄

弟の末っ子です。昭和元年生まれの兄と、

年の 14 歳離れた姉がおりましたが、兄は

漁労班として徴兵され、昭和 19年の 10・

10 空襲によりチービシー沖で戦死したの

で、その後は姉と二人です。

−ご両親は、座間味で当時どのようなお

仕事をなされていたのですか。

　仲村　父は直接徴兵されたわけではあり

ませんが、戦争のため亡くなっています。

ですから僕は父のことは知りませんが、お

袋の話によると、昭和 15、６年頃慶良間

から南洋群島に向かうカツオ船団の県外駐

在員として大阪でカツオ産業に従事してい

たようです。慶良間のカツオ産業は、明治

33 年に誕生し、その後南洋群島にまで広

がるようになっていたようです。

−お父さん、お兄さんが亡くなられて、

戦後、お母さんは、お二人を育てるの

にご苦労なされたことでしょうね。

　仲村　お袋はもちろん、姉も年が離れて

いたので、僕にとっては母親のような存在

でした。

　戦争末期になると、阿嘉の周りの方々は、

投降して捕虜になり慶留間に行きました

が、わが家はお袋がアメリカ兵を怖がり阿

嘉を離れませんでした。生活の主な糧は農

業でしたが、戦前、生活にゆとりがあって

サバニを所有していたことが幸いでした。

周りには移動手段がないので、そのサバニ

を周りの人々が足として、また漁船として
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借りに来るわけです。当時田舎では、魚を

捕るために網を貸したり船を貸すと、アミ

ダマス、フナダマスといって分け前がもら

えたのです。ですから、生活はそれほど苦

しくは感じませんでした。

小規模校で学ぶ

−島で成長された仲村さんの少年時代は、

いかがでしたか。

　仲村　女の子を泣かせたり、わんぱくな

子でした。女の子の母親がお袋に何とかし

てくれと言って来ると、お袋が偉かったの

は一方的に僕をこっぴどく怒るのではな

く、なぜそのようなことをしたのかを問い

ただした後、「イキガヤー　ウヌアタイヤ

シムサ（男の子はこのぐらいは許される

さ）、でももうやるなよと育ててくれまし

た。父がいなかったので、何かにつけ「男

は」という教育を受けました。お袋は 95

歳で亡くなりました。

−当時の阿嘉小中学校の在籍状況は、ど

うでしたか。

　仲村　阿嘉小中学校の僕らの時代のクラ

スは 12～ 13 名で、私のクラスは男 2名、

女 11 名計 13 名でした。今は、もっと少

なくなっています。阿嘉小中学校で一番生

徒が多かったのは、22 年生まれの一クラ

ス 25 の頃かと思います。小規模な学校で

したが、あの島で育ったお陰で今の自分が

あると思っています。

教育熱心な島

−教育環境が良かったわけですね。

　仲村　親たちが非常に教育熱心でした。

カツオ業は自分たちの時代で終わらせても

いいから、一生懸命勉強して身を立てなさ

いよと子ども達を励ましていました。戦後

の卒業生達はほとんどの人が進学し、校長

先生になっている方も多く、誇りに思いま

す。

仲村三雄氏（右）と聞き手の前津先生（左）
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−なぜ親たちは教育熱心だった

のでしょうか。

　仲村　おそらく、書物で得た知

識ですが、次のようなことが背景

にあったと思います。座間味の出

身で八重山群島知事やその後衆議

院議員も務めた安里積千代さんの

お父さんの積勲さんは、5代目の

校長先生で、3代目の村長も務め

た方です。その方が、校長時代に

これからの時代は読み書きができ

なければならないということで、

夜間婦人学級を開いて教育したよ

うです。そのことが明治 25 年か

ら１６年間沖縄県知事を務めた奈良原知事

に伝わり、知事が座間味の教育環境は素晴

らしいということで視察に来られたようで

す。奈良原知事と積勲校長は関係が深くて、

現職の校長を本土の水産学校に研修生とし

て派遣し勉強させたようです。その甲斐が

あって、その方が村長時代に座間味のカツ

オ産業を不動のものにしたのです。奈良原

知事はいろんな面で厳しい知事として知ら

れていましたが、座間味のカツオ産業に

とっては貢献された方です。

カツオの島から巣立つ 

−座間味のカツオ産業は、どのようにし

て起こったのですか。

　仲村　座間味は沖縄のカツオ産業の発祥

地です。初代村長の松田和三郎が、しけを

避けあごの浦という自然の良港に停泊して

いた枕崎の船が、カツオを捕りに来ている

ことを知り始めたようです。それが二代目

村長の石川栄穂に引き継がれ三代目の安里

村長で確固たるものになったのです。戦後

まもなく、阿嘉だけでカツオ工場が 3カ所

もありました。

−中学卒業後は、島には高校がないので

島を離れなければならなかったわけで

すが、どのよう選択をなされましたか。

　仲村　中学を卒業するとカツオ組合へ就

職するのが多かったのですが、僕は希望し

ませんでした。「子どもを甘えさせて」と

お袋に言う人もいましたが、お袋は、「僕

が勉強したいと言っているので勉強させた

い。」　と答えていました。そこで那覇高校

の夜間クラスに受験することができ、合格

したのでそれっきり島を離れることになっ

たのです。

−お母さんにとっては、一人息子を島に

残すより勉強させたいとの思いが強

かったのですね。

　仲宗根　これにはお袋のある思いがあっ

たと思います。実は、兄が中学を受験しす

べり、まだ勉強したいとの思いがあったに

も関わらず半ば強引にカツオ組合に入れ、

結果としてそれがまずかったとの思いが

あったようです。それで弟の僕には勉強さ

仲村三雄 前座間味村長
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せたかったのです。

働きながら学ぶ

−高校に進学し、那覇での暮らしはいか

がでしたか。

　仲村　姉が一足先に那覇に出稼ぎに来て

結婚していたので、そこに下宿させてもら

いました。そこでも姉が母親代わりをして

くれました。

　生活は朝8時から夕方5時までは印刷屋

で働き、6時からは学校に通っていました。

印刷屋では機械工として、法廷などで使う

うすば紙（薄い紙）を一枚一枚輪転機に挿

し活版印刷をする仕事を任せられました。

薄くて軽い紙なので少しの風でもフワッと

浮き上がるわけです。ですから、これには

高度の熟練が必要でうすばを挿せるように

なると一人前と言われていましたが、僕は

性格的に何かやると一生懸命やる方ですか

ら、うすば印刷もできるようになりました。

思い出に残っていることとしては、印刷に

使うローラーを自分で工夫して毎朝芯が狂

わないようにニカワで作っていました。

−待遇はどうでしたか。卒業まで続けら

れたのですか。

　仲村　バス賃が 3セント、ぜんざいが 5

セントの時代に、給料が月 10 ドルでした

から良かったのですが、経営者が子沢山

だったせいか、支払いが遅延しました。当

初は印刷屋になろうかとも思っていました

が、進学しようと思いそこを辞め、ブルー

シールのミルク配達に転職しました。

−ミルク配達はどうでしたか。

　仲村　朝4時から 6時までの間に配達を

済ませるわけですが、夜間の授業を受けて

帰宅するのが 11 時ですから睡眠時間が不

足するし、７０軒分のミルクパックを配る

のは大変でした。僕の担当は、壺川、寄宮

辺りでしたが、当時ミルクを配達させて飲

める家はお金持ちでしたので、家庭教師も

頼まれるようになり本当に恵まれていまし

た。

−当時ブルーシールの工場は、何処に

あったのですか。

　仲村　基地内にありました。そこから那

覇の現在のジュンク堂辺りにあった倉庫に

持ってきて 20 人位の配達員で配達してい

ました。僕は配達員からその後倉庫係に替

わり琉大入学後まで続けていました。

琉大農芸化学科へ進学

−進学を決意されたのは、どういう思い

からですか。

　仲村　大東糖業や琉球煙草などを設立

し、戦後沖縄の産業復興に功績のあった「糖

業の父」とも呼ばれた宮城仁四郎さんの影

響です。確か、鹿児島農校（現在の鹿児島

大学）の農芸化学科の卒業だと思います。

昭和 37 年琉球大学に農家政工学部農芸化

学科ができたので受験しました。ですから、

僕たちがそこの一期生になります。

−当時の琉大や新学科の様子は、いかが

でしたか。

　仲村　当時琉球放送が琉大の敷地内にあ

り、そこからは慶良間がよく見渡せました

が、その移転後の建物に農芸化学科が入り

ました。実験器具もなく、自分でガラス細

工をして器具を考案したりして実験してい

ました。2年次の頃に農学部のビルができ

てからは、研究環境も良くなりました。
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−大学時代は、どのような勉強

をなされたのですか。

　仲村　微生物の勉強をしたいと

思い、タンパク質の研究で権威の

ある当山清善先生を尋ねたのです

が、先生から、土壌・肥料の研究

者である鎮西忠茂先生の所に行く

よう進められました。ただし、先

生は、時間があるときは僕の手伝

いをしなさい。それで微生物は大

丈夫だからと声を掛けてくれまし

た。それで、当山先生の試験管洗

いを手伝うことになり、バイト料

も貰えて助かりました。

教員より研究職を選択

−卒業後、直ぐ琉球政府に入られたので

すか。

　仲村　島の人たちからすると、大学を出

るとみんな教員になるものと思っている時

代でしたから、僕も一応教育実習以外の教

職の単位は取っていました。そんな状況の

中、お袋から、「教員免許を取ったら、島

の先生になれるのか」と尋ねられました。

しかし、当時離島教員の移動サイクルは 3

年でしたので、「先生にはなれるけど、何

処に行くのか、3年後何処に移動させられ

るのか、分からない。」と答えたところ、「で

きたら那覇でできる仕事はないのか」と言

われました。そこで研究所を選択したので

す。

−研究員としての公務員試験を受験され

たのですか。

　仲村　受験をするのではなく、当時米留

学に行かれた大城喜信さんたちの穴埋めと

して、一種非常勤として採用されました。

一種非常勤とは、ボーナスもあり一般公務

員と変わらないのですが、辞めさせられる

ことを前提としたものでした。

−では、その方々が職に復帰された時点

で一度退職し、再度採用されたわけで

すね。どのような研究をなされたので

すか。

　仲村　琉球政府通商産業局琉球工業研究

指導所研究員として、昭和 42 年 12 月に

正規採用され、漆の研究に取り組みました。

最初の研究は、当時の伝統的な豚血下地の

作業では大量生産には合わないので、化学

物質のポリサイトをキビのしぼりかすであ

るバガスを圧縮したものに使うための研究

でした。次にやったのが、公害となるパイ

ン工場、製糖工場、軽金属工場などからの

排水のチェックと水資源の研究です。水資

源については、量は気象台の仕事で、質は

研究所の調査研究対象でした。そして、そ

こで最後にやったのが、焼き物のうわぐす

りの研究です。名古屋の研究所にも 6ヶ月

間勉強に行き、そこで得た知識を壺屋の夫

聞き手の前津先生
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婦湯のみの色出しに活かす機会が

ありました。また、化学の重要さ

やおもしろさも、様々な事例で知

りました。

　そこで、こんなエピソードがあ

りました。国のある上級職員と壺

屋に出かけたところ、職人さんが、

「先生お掛け下さい」と声をかけ

たので、その方が座ろうとすると

「あなたではなく、仲村先生です」

と言われました。あの色出しのア

ドバイス後、壺屋では先生と呼ば

れていました。その所為です。

−復帰後は、沖縄県商工労働部工業試験

場研究員という肩書きに変わったよう

ですが。

　仲村　昭和 47 年の復帰に伴う組織変更

ですが、その時給与問題が生じました。僕

らのように採用試験を経ないで採用された

者の給与引き下げの問題です。しかし、農

芸化学は当時資格者がいないと言うことで

無試験でしたので、僕は幸いなことに試験

採用扱いを受けることになりました。何も

かもついていました。

事務屋への転向

−その後は、どのようなお仕事に従事さ

れましたか。

　仲村　昭和 54 年には、商工観光部商工

課工業振興係長として、セメントの原料と

なるケイ石、石灰岩、粘土などを採取する

ための許認可業務に関わりました。鉱業法

に基づく鉱業権を設定しないとこれらの物

は採取できません。岩石山から採取するの

で貝塚がある場合は、埋蔵文化関連の法や、

あるいは公園法に抵触しないかどうかにつ

いて判断するわけですが、15，6位他の部

署と協議が必要でそれの元締めとなる仕事

をしていました。僕は、この部署で技術屋

から事務屋に転向しました。

そして、58 年には、肩書きが商工労働部

商工課鉱工業係長に替わりました。観光の

方が観光局として独立したためです。

−仕事内容に何か違いがありましたか。

　仲村　大きな変化はありませんが、鉱山

に関わる鉱業法、砂に関わる砂利採取法、

発明・特許に関わる工業法を担当していま

した。違法採取と思われる事案が発生する

と直ぐ現場に飛んで行き取締りすることも

あるわけです。これまでの担当者は事務系

統の方々でしたが、僕は元が技術屋ですか

ら、ポケットに塩酸を忍ばせていって山の

中で採取された岩石を判定して、業者に法

律上の手続を取るよう指導したこともあり

ました。
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−その後、商工労働部では、主なお仕事

は何でしたか。

　仲村　当時島産品愛用運動として開催さ

れていたイベントが産業まつりとして開催

されるようになり、第 2回から第 6回まで

担当係長として関わりました。また、企業

立地対策室で企業誘致にも関わりました。

思い出に残っているのは、砂を加工した製

品を作る会社の設立です。QAB社長の上

間信久さんが琉球放送のキャスター時代

に、沖縄の砂は石灰岩の欠片ですが、それ

を何か食品にできないものかと「砂を食べ

る話」としてよく語っていました。それが

ヒントになり、砂利採取共同組合、製糖工

場、砂の加工会社を組ませて新しい会社を

立ち上げさせました。黒砂糖に限りなく細

かくしたサンゴ砂を入れ込むなどの技術で

す。

　その後、長年所属していた商工労働部か

ら企画開発部に異動になりました。

−企画開発部では、どのようなお仕事を

なされたのですか。

　仲村　企画調整室主幹として、主に地域

開発に関わりました。それぞれの地域で知

恵を出し合って、その地域

の基幹産業と絡めて何かで

きることはないのかという

ことを検討していました。

沖縄国際大学で「離島から

の発想」という講義をした

こともあります。

　またその後、企画開発部

振興開発室主幹として、リ

ゾート法の認定を受けるた

めの準備作業に関わりまし

た。沖縄が第１号になるの

ではとも予想され、また上

部からも急ぐように指示さ

れましたが、なにしろ１４０件余りのプロ

ジェクトがあったのでその絞り込みにかな

り苦労しました。結局３０件以内のプロ

ジェクトに絞り３１番目で認定されまし

た。その後のリゾート計画の失敗を見ると、

結果論としてはそれで良かったと思いま

す。

　他には、三次振計の計画づくりの中で観

光客の目標数について、当時沖縄が

２００万人余、ハワイが６００万人のとこ

ろを７００万人にまで上げろとの指示があ

りましたが、内部で摺り合わせを重ね

６００万人としました。

−企画開発部での最後のお仕事は、何で

したか。

　仲村　平成４年に離島・交通対策課副参

事を命じられましたが、これは第三セク

ターとして那覇空港ビルディング株式会社

を設立するための仕事でした。そしてビル

ディングの初代総務部長として出向させら

れました。そこで落ち着くかなと思ってい

るところに、異変が起きたのです。
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この人に聞く

出向助役第１号

−異変とは、何事でしたか。

　仲村　座間味の先輩である米村幸政さ

ん、金城幸善さん、仲村仁勇さん、皆さん

県の出納長、部長経験者ですが、その方々

から「オイ、三雄ちょっと来て、与儀九英

さんが村長になったので、あなた行って手

伝いしなさい」と声をかけられたのです。

「行きますが、県庁は辞めませんよ。そし

て２年後には県庁に戻して下さいよ」との

条件を申し上げました。そして、それが県

からの出向助役の１号となったのです。

−その後は何人か出向されましたが、そ

れについてはどのように感じられまし

たか。

　仲村　確か、４人程続いたと思います。

僕の直ぐ後は、名嘉地洋輔さんが石垣市に

出向しました。出向することにより、職員

の訓練、意識改革に繋がり意義があると思

います。僕は出向した際、童門冬二が書い

た『上杉鷹山』を 10 冊土産に持っていき

座間味村職員に読んでもらいました。また、

座間味村職員を逆に県庁に出向させまし

た。

−助役として割愛採用さ

れた際、与儀村長から

特にお願いされたもの

がありましたか。

　仲村　村には２次の総合

計画までしかなかったので、

その計画づくりをお願いさ

れました。また、僕として

は調整室時代に考えていた

地域興しを実践したいとの

思いがありました。しかし、

１年半で戻りましたので、計画づくりは出

来ましたが、地域興しは出来ませんでした。

コンベンションの立ち上げ

−１年半で戻られて、次は何をされたの

ですか。

　仲村　商工労働部参事として、沖縄コン

ベンションビューローの組織作りに関わり

ました。沖縄観光開発公社と観光連盟を統

合してハワイと同じようなビューローを立

ち上げる仕事です。かなり苦労しました。

そして、ビューローに出向し事務局長に就

任しました。

−なぜ沖縄コンベンションビューローを

立ち上げることになったのですか。

　仲村　沖縄の観光は、それまで行政は余

りタッチせず、各機関がそれぞれ取り組ん

できていました。それを行政も一緒になっ

てきちんとした方針・目標をもって、観光

産業を発展させるためです。
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この人に聞く

古巣に戻り退職

−復職後、県庁での最後のお仕事はどち

らでしたか。

　仲村　古巣の沖縄県工業試験場の長とし

て復職し、そこが公務員としての最後の職

場となりました。先輩方もいましたので、

僕はもう技術屋ではなく事務屋になってい

るので、金集めと人員を増やすために頑張

りますので、これで勘弁して下さいと挨拶

しました。そして、人員も３名増やし、外

部から資金も獲得することができ、恩返し

することができました。

−仲村さんは、平成 9 年に退職されてい

ますが、長い公務員生活を振り返って

みて、いかがでしたか。

　仲村　県庁での僕のニックネームは、仕

事を色々引き受けてくるので「仕事の疫病

神」、日程を調整したのに翌朝には「ダｱｰ

ダｱｰそれはどうなった」いうので「ダｱｰダ

ｱｰ三雄と呼ばれていました。僕は自分に与

えられた仕事は、その場で楽しく一生懸命

やることだと思います。それに尽きます。

やってきた仕事に疲れたとか不満だったと

の思いはありません。また、数多くの先輩

方や同僚、部下に支えられて有意義な公務

員生活でした。感謝あるのみです。

−次回は、座間味村長時代のお話をお聞

きしたいと思います。

（聞き手・沖縄国際大学教授　前津　榮健）
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第 172 回沖縄県町村会定期総会開く

　沖縄県町村会の第 172 回定期総会が、去る 2 月 27 日（木）に県内 30 の町村長が出席

して、沖縄県市町村自治会館において開催されました。

　総会は、城間会長のあいさつの後議事に移り、多くの議案等が審議されました。

　審議に付された議案等は次のとおりです。

議案第１号　　平成 26 年度沖縄県町村会事業計画について

議案第２号　　平成 26 年度沖縄県町村会一般会計予算及び特別会計予算について

選任第１号　　沖縄県町村会理事並びに監事の選任について

選挙第１号　　沖縄県町村会会長並びに副会長の選挙について

選任第２号　　沖縄県町村会負担金等審議委員会委員の選任について

選挙第２号　　沖縄県市町村自治会館管理組合議会議員の補欠選挙について

報告第１号　　平成 26 年度全国町村職員生活協同組合沖縄県支部事業計画及び歳入歳出

予算について

報告第２号　　こども医療費助成制度の拡充について（要請）

報告第３号　　平成 25 年度市町村職員研修実施状況について

報告第４号　　各種団体からの要望等について

　　　　　　　1 島田顕氏事跡顕彰事業への協賛支援について

なお、本会の会長・副会長、理事、監事及び審議委員は次のとおりです。

◇　会長・副会長

氏　名（職名）

会　長 志喜屋　文　康（恩納村長）

副会長 城　間　俊　安（南風原町長）

副会長 新　垣　邦　男（北中城村長）

副会長 川　満　栄　長（竹富町長）

第 172 回沖縄県町村会定期総会開く
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第 172 回沖縄県町村会定期総会開く

◇　理事（6人）

氏　名（職名）

北部地区 島　袋　義　久（大宜味村長）　高　良　文　雄（本部町長）

中部地区 野　国　昌　春（北谷町長）　　浜　田　京　介（中城村長）

南部地区 古　堅　國　雄（与那原町長）　宮　城　光　正（北大東村長）

◇　監事（３人）

氏　名（職名）

北部地区 島　袋　秀　幸（伊江村長）

中部地区 上　間　　　明（西原町長）

南部地区 上　原　　　昇（渡名喜村長）

◇　負担金審議委員（７人）

氏　名（職名）

北部地区 宮　城　久　和（国頭村長）　島　袋　秀　幸（伊江村長）

中部地区 石　嶺　傳　實（読谷村長）　當　山　　　宏（嘉手納町長）

南部地区 新　城　静　喜（粟国村長）　比屋根　方　次（八重瀬町長）

先島地区 伊良皆　光　夫（多良間村長）

　また、全国町村会表彰伝達表彰式も行い、町村長の部（3 期）で今帰仁村の與那嶺幸人

村長、北中城村の新垣邦男村長の二名が表彰されました。被表彰者には、沖縄県町村会会

長（南風原町　城間俊安町長）から表彰状と記念品が授与されました。

　表彰を受けられたお二方のこれまでの努力、ご尽力に対して深く敬意を表するとともに、

今後さらなるご活躍を期待しております。

與那嶺幸人 今帰仁村長（左）　新垣邦男 北中城村長（右）
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市町村決算の概要

  平成24年度　市町村決算の概要（普通会計）

２　決算収支

１　決算規模
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市町村決算の概要

３　歳入
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市町村決算の概要
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市町村決算の概要

４　歳出
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市町村決算の概要
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市町村決算の概要
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市町村決算の概要
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市町村決算の概要
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市町村決算の概要

５　主な財政指標
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市町村決算の概要
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市町村決算の概要

６　将来にわたる財政負担
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市町村決算の概要
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市町村決算の概要
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平成 26 年度研修計画

　沖縄県自治研修所・市町村アカデミー・国際文化アカデミー・自治大学校の平成２６年

度の研修計画がこのほどまとまりましたので、お知らせいたします。

　沖縄県自治研修所では、市町村職員の資質を向上させ、その勤務能率の発揮及び増進を

図り、もって市町村行政の民主的かつ能率的な運営に寄与することを目的に幅広い研修内

容づくりに努めてまいりましたが、平成２６年度においても、地方分権が進展する中にあっ

て、さらに複雑・多様化する行政需要に的確に対応できるよう、その担い手である市町村

職員の研修について一層の充実・強化が図られております。

　また、市町村アカデミーにおきましては、「専門実務研修課程」、「政策課題研修課程」及

び「特別セミナー」の三課程を中心にした研修体系により研修を実施し、さらに、国際文

化アカデミーは、研修内容により、「国際文化系研修」、「政策実務系研修」、「議員研修等」

及び「緊急・臨時セミナー等」に区分して、諸情勢の変化に即応して、常に、市町村職員

のニーズに合致した研修を行い、市町村職員のよりいっそうの充実・強化が図られており

ます。

　【自治研修所】

平成２６年度市町村職員研修計画（案）

１ 重点事項
　平成２６年度の市町村職員研修の実施にあたっては、２１世紀ビジョン基本計画が平成

２４年度からスタートしたことにより、職員一人ひとりのパフォーマンス向上がより一層

求められることから、問題解決能力の向上及び業務を効果的 ･ 効率的に遂行するための研

修の充実強化を図る。

　また、研修方法は、職員の研修意欲を喚起させるため、一般研修及び特別研修とも討議・

演習方式の参加型研修をできる限り多く取り入れ、研修内容の一層の充実を図るものとす

る。

２ 研修の概要　

　　（１）一般研修　

　一般研修では、職員の各階層に応じて必要とされる職員の能力開発に適した研修

科目を設け、職務遂行に必要な知識・技能を習得させるとともに、公務員としての
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自覚と使命感、政策形成能力、管理能力などの向上を図る。

　特に、政策形成能力の育成向上を図るため、各階層に政策形成に関する科目を実

施し、管理能力の育成については主として監督者（係長級職員）研修、管理者（課

長級職員）研修に実施する。

ア　新採用職員研修　

　職場への適応能力の養成に重点を置き、公務員としての意識の確立と職務に必

要な基礎的知識、技能、態度の習得をさせる。

イ　一般職員研修　

　第１部研修では、実務能力の向上を図るため、基本法令を理解させながら、行

政課題に対する認識を高め、問題の発見・整理・分析と問題解決技法を習得させる。

第２部研修では、中堅職員の役割を自覚させるとともに、公務のあり方と行政課

題の問題発見を深めるために基礎的なディベートなどを取り入れ、調査分析、論

理的思考力の向上を図る。

　第３部研修では、基本法令の理解のさらなる深化を図るとともに、中堅職員と

しての役割の自覚及び市町村の行政課題に対する認識を高めさせる。

ウ　監督者研修　       

　第１部研修では、監督者としての役割を自覚させるとともに、管理監督に関す

る原理原則を組織的かつ体系的に理解させるためにＪＳＴ ( 人事院式監督者研修 )

を実施する。

　第２部研修では、中堅監督者として地域課題に対応し得る政策形成能力と管理

監督の応用能力、調整能力の向上を図るとともに、公務員としての高い倫理観を

醸成する。

エ　管理者研修

　管理者としての職務と役割を自覚させ、職場でのメンタルヘルス、地域経済と

自治体行政との関わりについての意識啓発を図るとともに、住民ニーズに対応し

得る政策形成能力の向上を図るため政策評価の手法を習得させる。

　　（２）特別研修　　　　　　

　特別研修では、多様な行政ニーズに応えるため、職務への応用力を発揮し得る高

度かつ専門的な知識、技能及び態度などの能力を養成するための研修を充実させる。

　なお、民法講座及びパソコン研修については整理統合の見直しを図った。

ア　住民サービス向上研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　全体の奉仕者として常に住民の福祉向上を志向する意識を養い、住民視点に立っ

た満足度の高い行政サービスを提供するために必要な知識・技能を習得する。

イ　実務研修

　日常業務を的確かつ円滑に遂行するうえで必要となる知識・技能を幅広く習得

させ、実務力を高める。

ウ　政策形成研修
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　政策形成に必要な知識と手法を習得させるとともに、政策を実現するための法

制度の理解と条例・規則の立案能力を養成することで、政策形成能力の向上を図る。

エ　スキル向上研修

　業務を効果的・効率的に遂行するため、汎用性が高く、かつ実践的なスキルを

習得する。

オ　テーマ研修

　急速な行政ニーズの変化を踏まえ、特定の課題やテーマに関する研修を実施し、

職員の視野の拡大と意識改革を図る。

３ 県・市町村等の連携

　市町村職員研修の充実と効率的な運営を図るため市長会及び町村会との連携を強め、研

修ニーズの把握と情報交換を行うとともに各市町村における研修の企画及び実施を支援す

るものとする。

また、研修情報・機器等の提供や施設の利用についても便宜を図る。
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5　総括表
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37

平成 26 年度研修計画



38

平成 26 年度研修計画



39

平成 26 年度研修計画

　【市町村アカデミー】
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2　平成 26 年度　研修体系（市町村アカデミー）
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　【国際文化アカデミー】
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平成 26 年度研修計画



74

平成 26 年度研修計画
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平成 26 年度研修計画
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平成 26 年度研修計画
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平成 26 年度研修計画
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平成 26 年度研修計画
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平成 26 年度研修計画
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平成 26 年度研修計画
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平成 26 年度研修計画
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平成 26 年度研修計画



83

平成 26 年度研修計画
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平成 26 年度研修計画
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平成 26 年度研修計画
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平成 26 年度研修計画
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平成 26 年度研修計画
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平成 26 年度研修計画
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平成 26 年度研修計画
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平成 26 年度研修計画



91

平成 26 年度研修計画
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平成 26 年度研修計画
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平成 26 年度研修計画
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平成 26 年度研修計画
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研修だより

◇目　　標　市町村を取り巻く状況や環境の変化に対応できる実務能力の向上を図るため、

基本法令の理解を深めながら、ディベートにより情報収集・調査分析能力、

論理的思考力及び問題解決能力の養成を図る。

◇対　　象　採用後 ６年以上９年未満の職員

◇期　　間　平成２５年６月２５日 ( 火 ) ～ ６月２７日 ( 木 ) 　３日間

◇場　　所　沖縄県自治研修所４階（４０１研修室）他

　　　　　　那覇市西 3 － 11―1　 電話 098-863-9311

◇研修人員　４７人

　研修日程及び研修修了者は、次のとおりです。

　※　研修修了者

国頭村	 山城　弘輝　　上原　大輔　　知花　裕和　

大宜味村	 瑞慶山　真吾　　平良　長真　　

宜野座村	 赤嶺　涼子　　

読谷村	 島袋　仁

嘉手納町	 渡口　旭代　　玉城　梢　　末吉　奈津紀　　喜屋武　将太　　知念　純

北谷町	 今泉　篤子　　山田　志織

北中城村	 瀬上　恒星　　新城　はづき　　玉城　こずえ

西原町	 渡嘉敷　唯史　　宮城　孝江　　新垣　裕美子　　喜屋武　幸子

八重瀬町	 比屋根　建作　　野原　康也　　宇地原　裕美

与那原町	 新里　一朗　　照屋　朝也

南部水道企業団			  金城　裕　　與那覇　若菜

中城北中城消防組合		  比嘉　勇太　　知念　和己

比謝川行政事務組合		  義間　健二

沖縄県後期高齢者医療広域連合	島袋　禎子

第40回 市町村一般職員第２部研修実施要領
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研修だより

〈研修日程及び科目〉

１

２

３

４

５

６

７

日　　時 １日目

６月２５日(火)
２日目

６月２６日(水)
３日目

６月２７日(木)

事務連絡・自習 事務連絡・自習 自習

13:10

14:00

14:10

15:00

15:10

16:00

16:10

17:00

09:00

10:10

11:00

11:10

12:00

09:10

10:00

【9:10～12:00】 【9:10～12:00】

行政法入門 政策ディベート

【13:10～17:00】

えい

教授 前津　榮健
まえつ けん

えい

教授 前津　榮健
まえつ けん

嘱託講師東江　隆美
あがりえ たかみ

嘱託講師東江　隆美
あがりえ たかみ

昼　食 昼　食昼　食

（16:30）閉講（アンケート回収）

【13:10～16:30】

８階（特別研修室）

沖縄県自治研修所

【9:10～12:00】

政策ディベート

嘱託講師東江　隆美
あがりえ たかみ

嘱託講師東江　隆美
あがりえ たかみ

ディベート：８階
　　　     （特別研修室）

【11:00～12:00】
グループワーク:割当研修室

【9:10～10:50】

(ディベートグループ表参照)

沖縄県自治研修所

グループワーク：割当研修室
４階（４０１研修室）

沖縄国際大学
法学部

行政法入門

【13:10～17:00】

政策ディベート 政策ディベート

４階（４０１研修室）
沖縄国際大学
法学部

４階（４０１研修室）
グループワーク：割当研修室
(ディベートグループ表参照)

沖縄県自治研修所
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研修だより

◇目　　標　行政実務に必要な民法の基本原理及び解釈方法を習得するとともに、演習を

通じて実務対応能力の向上を図る。

◇対　　象　受講を希望する職員で所属長が推薦する者。

◇期　　間　平成 25 年 7 月 24 日（水）〜 7 月 25 日（木）の 2 日間

◇場　　所　沖縄県自治研修所 4 階（401・402 研修室）

　　　　　　那覇市西 3-11-1　三重城合同庁舎　TEL098-863-9311

◇研修生人員　59 名（県 19 名・市町村 40 名）

◇担当講師　下記の日程及び科目のとおり

◇研修方法　講義・演習方式

◇研修旅費　各所属所負担

　研修日程及び研修修了者は、次のとおりです。

　※　研修修了者

国頭村	 又吉　あずさ

大宜味村	 大城　竹広　　真喜志　亮

読谷村	 城間　康彦　　又吉　由樹子

北谷町	 滝澤　大輔　　高原　真生子　　野原　晴菜　　

	 吉山　奈都子　　山谷　森生

与那原町	 花木　智美　　金城　恵美里

沖縄県介護保険広域連合	 安里　順　　漢那　靖文

那覇市南風原町環境施設組合	 喜屋武　靖

第12回 民法講座入門（県・市町村合同）実施要領
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◇目　　標　管理者としての職務と役割を自覚させ幅広い意識啓発を図るとともに、地方

分権時代に対応するための自治体改革について意識の向上を図る。

◇対　　象　課長級職員

◇期　　日　平成２５年７月３１日 ( 水 ) １日間

◇集合場所　沖縄県自治研修所 ３階　（３０２・３０３研修室）

　　　　　　那覇市西 3-11-1( 三重城合同庁舎 )　 電話 098-863-9311

◇研修人員　６６人

◇研修方法　講義・討議方式

◇携 行 品　印鑑（出席簿押印用）、筆記用具

　研修日程及び研修修了者は、次のとおりです。

　※　研修修了者

国頭村	 知花　靖

大宜味村	 大嶺　実

東村	 福永　政也　　比嘉　鶴見　　平田　尚樹

今帰仁村	 島袋　輝也

恩納村	 金城　尚子　　大城　保篤

宜野座村	 幸喜　均　　金城　勉

第36回 市町村管理者研修実施要領

〈研修日程及び科目〉

7月24日（水）月日時間

9：00～9：10

12：00～13：10

9：10

12：00

16：00～

13：10

16：00

開講・オリエンテーション

民法入門 （講義）

民法入門 （講義）

ゆいま～る法律事務所

　　弁護士　寺田　明弘

7月25日（木）

昼　　　食 昼　　　食

事務連絡・自習

（引き続き） （引き続き）

民法入門 （演習）

【9：10～16：00】 【9：10～16：00】

民法入門 （演習）

沖縄つばさ法律事務所

　　弁護士　松尾　晋哉

閉講・アンケート回収
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金武町	 安富祖　昇　　仲間　光明　　宮里　安秀

読谷村	 矢貴　卓博　　大城　真悠美　　安田　慶知

	 山内　嘉親　　小橋川　郁美

嘉手納町	 又吉　政勝　　太田　守男　　鉢嶺　宗則　　仲松　明

北中城村	 奥間　かほる　　新城　武　　呉屋　邦広　　與那嶺　剛　　

	 花城　清紀　　高江州　昌明　　外間　哲己

与那原町	 新垣　政孝　　

八重瀬町	 浦崎　勝男　　新垣　隆之　　石原　朝子

〈 日程・科目 〉

11月11日（月）日　　時

自治研修所集合（4階：401・402研修室）

アンケート提出・解散

8：45

午
　
　
前

午
　
　
後

9：00

9：45

10：45

11：30

12：00　 　

13：10

13：30

14：00

14：50

15：50

17：00
17：00～17：10　　 

自治研修所発

中城城跡着

中城城跡発

座喜味城跡着

座喜味城跡発

山田城跡着

山田城跡発

勝連城跡着

勝連城跡発

自治研修所着

７月３１日(水)

昼　　　　食

開講式・ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

閉講・アンケート

１

２

３

４

５

６

７

16:50～

15:00
15:50

16:00
16:50

13:10
14:00

14:10
14:50

09:00

09:10
10:00
10:10
11:00

11:10
12:00

（13:10～14:50）

（9:10～12:00）

「沖縄経済の現状と課題」

沖縄キリスト教学院大学

　人文学部 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

　　　教授　北原　秋一

「職場のストレスの対処法」

ラインケアとセルフケア

沖縄県立総合精神保健福祉センター

　　所長　仲本　晴男

（15:00～15:50）

「沖縄振興について」

沖縄県 企画部 企画調整課

（16:00～16:50）

「パワーハラスメント」

（沖縄ＴＡセンター）人材・開発研究所　所長　野原　弘

8
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研修だより

◇目　　標　沖縄の歴史と文化に対する理解を深め、幅広い教養を培うとともに、深い郷

土愛のある職員の育成に資する。

◇対　　象　受講を希望する職員で部局等の長及び市町村長等の推薦する者

◇期　　日　平成 25 年 10 月 25 日（金）　10：00 ～ 16：00

◇集合場所　国立劇場おきなわ

	 浦添市勢理客４-14-1　 電話 098-871-3311

◇研 修 生　24 名（県 12 名、市町村 12 名）

◇研修方法　現地見学・講義方式

◇講　　師　沖縄県立芸術大学付属研究所

　　　　　　共同研究員　　鈴木　耕太

◇研修旅費　各所属所負担

　研修日程及び研修修了者は、次のとおりです。

　※　研修修了者

国頭村	 岸本　美智子

東村	 田場　兼昇

今帰仁村	 島袋　輝也

金武町	 安富　照夫

与那原町	 佐久川　里香

南風原町	 金城　昭彦

第19回　歴史・文化講座（文化編）（県・市町村合同）実施要領

北中城村　ひまわり畑

ぶらりフォトぶらりフォト
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研修だより

◇目　　標　沖縄の歴史と文化に対する理解を深め、幅広い教養を培うとともに、深い郷

土愛にある職員の育成に資する。

◇対　　象　受講を希望する職員で部局等の長及び市町村長等の推薦する者

◇期　　日　平成 25 年 11 月 11 日（月）　8：45 〜 17：00

◇集合場所　沖縄県自治研修所　4 階：401・402 研修室

	 那覇市西 3-11-1（三重城合同庁舎）電話 098-863-9311

◇研修人員　44 名（県 22 名、市町村 22 名）

◇研修方法　現地見学方式（貸切バス利用：自治研調達）

　　　　　　世界遺産「琉球王国のグスク及び関連遺産群」の登録理由や条件を、現地見

学を通し、その意義について考える。

◇講　　師　當眞　嗣一　沖縄考古学会副会長

　　　　　　　　　　　　沖縄県立博物館・美術館協議会委員

　　　　　　　　　　　　世界遺産中城城跡・勝連城跡整備委員会委員他

◇研修旅費　各所属所負担　

第20回　歴史・文化講座（歴史編）（県・市町村合同）実施要領（案）

〈 日程・科目 〉

10月25日（金）日　　時

国立劇場おきなわ集合（ロビー）

昼　　　　食

アンケート提出・解散

10：00

午
　
　
前

午
　
　
後

10：10

10：30

12：00

12：00　 　

13：10

15：40

15：40　　 

劇場内移動

生徒のための組踊鑑賞教室

講師：沖縄県立芸術大学付属研究所

　　　共同研究員　鈴木耕太

場所：国立劇場おきなわ　交流プラザ

「組踊りの歴史と概要」



102

研修だより

　研修日程及び研修修了者は、次のとおりです。

　※　研修修了者

国頭村	 金城　勲	

東村	 池原　善史

宜野座村	 山城　智

北谷町	 山内　恵梨香　　山谷　森生	

西原町	 新城　武

与那原町	 與那嶺　匡　　伊芸　舞子

南風原町	 上原　守　　金城　清

沖縄県介護保険広域連合	 伊佐　英明

◇目　　標　ストレスのメカニズムを学び、実践的なコーピング技術で不安や悩みを軽　

減し、仕事や人間関係を豊かにする。

　　　　　　　（コーピングとは、認知行動療法を基本としたストレス対処法）

◇対　　象　受講を希望する職員

◇期　　間　平成 25 年 11 月 22 日（金） 1 日間

◇場　　所　沖縄県自治研修所 4 階　401･402 研修室

	 那覇市西 3-11-1 三重城合同庁舎

 	 (TEL 098-863-9311  FAX 098-863-9319)

〈 日程・科目 〉

11月11日（月）日　　時

自治研修所集合（4階：401・402研修室）

昼　　　　食

アンケート提出・解散

8：45
午
　
　
前

午
　
　
後

9：00

9：45

10：45

11：30

12：00　 　

13：10

13：30

14：00

14：50

15：50

17：00
17：00～17：10　　 

自治研修所発
中城城跡着
中城城跡発
座喜味城跡着

座喜味城跡発
山田城跡着
山田城跡発
勝連城跡着
勝連城跡発
自治研修所着

第５回　メンタルヘルス研修実施要領
～実践！コーピングによる心のトレーニング～
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◇担当講師　健康管理センターメンタルヘルス相談員

　　　　　　コーピングコーチ

　　　　　　コミュニケーショントレーナー

　　　　　　心理相談員

　　　　　　仲間 由美子

◇研修人員　76 名

◇研修方法　講義・その他

◇研修旅費　各所属所負担

　研修日程及び研修修了者は、次のとおりです。

　※　研修修了者

国頭村	 平安　香代子

今帰仁村	 大城　幸恵　　新川　毅

本部町	 新垣　邦彦

宜野座村	 金城　弘美　　金武　哲也　　黛 智久

読谷村	 玉城　勝教　　諸見　かおり　　古謝　照幸　　比嘉　葉子

嘉手納町	 島袋　美貴

北谷町	 青川　勝則　　寛山　淳　　比嘉　ゆかり　　新里　亜希子　　

	 西江　亜矢子

北中城村	 城間　昌太　　新垣　理衣子

西原町	 神山　純子　　新垣　裕美子　　小橋川　健次

与那原町	 辺土名　彬　　饒平名　智代　　饒平名　幹貴

比謝川行政事務組合	 仲宗根　努

沖縄介護保険広域連合	 仲宗根　聖子

沖縄介護保険広域連合	 宮城　克己
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◇目　　標　資料作成の際に必要とされる論理的な思考方法や情報のまとめ方と組み立て

方、分かりやすい表現方法等の技法を習得する。

◇対　　象　受講を希望する職員で市町村の長等の推薦する者

◇期　　間　平成 25 年 11 月 26 日（火）

◇講　　師　株式会社カルティベイト　平井　雅

◇研修人員　55 名

◇場　　所　自治研修所　4 階　401・402 研修室

	 那覇市西 3-11-1　三重城合同庁舎【パシフィックホテル裏】

	 ℡ 098-863-9311

◇研修方法　講義及び演習

◇研修旅費　各所属所負担

第15回　分かりやすい資料づくり講座（市町村）実施要領

〈 日程・科目 〉

11月11日（月）日　　時

自治研修所集合（4階：401・402研修室）

アンケート提出・解散

8：45

午
　
　
前

午
　
　
後

9：00

9：45

10：45

11：30

12：00　 　

13：10

13：30

14：00

14：50

15：50

17：00
17：00～17：10　　 

自治研修所発

中城城跡着

中城城跡発

座喜味城跡着

座喜味城跡発

山田城跡着

山田城跡発

勝連城跡着

勝連城跡発

自治研修所着

実践！コーピングによる心のトレーニング

昼　　　　食

事務連絡・自習

閉校･アンケート

１

２

３

４

５

６

７ 16:10

15:10
16:00

13:10
14:00
14:10
15:00

9:00

9:10
10:00
10:10
11:00

11:10
12:00

刺激に対するコーピング

評価に対するコーピング

社会支援コーピング

反応に対するコーピング

アサーション（DESC法）

ストレスとは？

ストレスの個人差

こころの４つのサイクル

あなたのストレスは？
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研修だより

　研修修了者は、次のとおりです。

　※　研修修了者

本部町	 上間　加奈子　　崎浜　淳

金武町	 仲間　陽子　　新里　朝治　　仲吉　朝昭

読谷村	 比屋根　美千代　　比嘉　葉子

嘉手納町	 岡野　こず恵

北谷町	 石原　真樹　　比嘉　夏海　　高原　真生子　　山谷　森生

北中城村	 古波蔵　繁子　　比嘉　隆一　　山城　奨吾　　比嘉　愛子

八重瀬町	 宮里　兼也

与那原町	 神谷　文江　　新垣　光亮　　仲本　つや子　　瀬底　和香乃

南風原町	 島袋　優子

比謝川行政事務組合	 玉城　直也	 野原　丈矢	 新城　猛

沖縄介護保険広域連合	 幸地　香奈子　	諸見　美奈子　	外間　智

〈 日程・科目 〉

開講・オリエンテーション

昼　　　　食

　アンケート・閉講

１

２

３

４

５

６

７

13:10

14:00

15:00

16:00

17:00

9:00
9:10

9:10

10:00

11:00

12:00
12:00～13:00

［分析力］図表的思考力を身につける

　　＊図化して1枚紙にする

　　＊論理的に整理する

［編集力］考えをカタチにする

　　＊演繹法と帰納法

［実習］

　　＊文章を図化してみる

［表現力］プロのコツを学ぼう

　　＊フォントの基礎知識

　　＊見やすくデザインするコツ

　　＊行間と字間のマジック

［実習］
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研修だより

◇目　　標　地方行政のその時々の課題について吉知識を習得することにより、幅広い視

野を養成し、政策形成能力の向上を図る。

　　　　　　今年度のセミナーにおいては、法律改正の過程を習得することで法制技術の

向上を図ることとしている。

　　　　　　特に、政策形成から法律案の策定・提出・可決に至るまでの立法過程におい

て生ずる様々な課題にどのように対処すべきかについて、沖縄県における駐

留軍用地の返還に伴う特別措置に関する法律及び沖縄振興特別措置法の事例

を通じて学ぶこととしている。

◇対　　象　受講を希望する県・市町村等の職員で部局等の長の推薦する者

◇期　　日　平成 26 年 1 月 9 日（木）

◇場　　所　沖縄県自治研修所 4 階　401・402 研修室

　　　　　　那覇市西 3-11-1（三重城合同庁舎）TEL：098-863-9311

◇研修カリキュラム　

　　　　　　13：20 〜 13：30　開講・オリエンテーション

　　　　　　13：30 〜 16：00　講義

　　　　　　【立法実務について】

　　　　　　講師：参議院法制局　参事　尾崎陽一氏

　　　　　　16：00 〜 16：05　閉講・アンケート

◇研 修 生　100 名（県 50 名・市町村 50 名）

◇研修方法　講義方式

第7回地方行政課題セミナー（県・市町村合同）実施要領
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研修だより

　研修修了者は、次のとおりです。

　※　研修修了者

今帰仁村	 島袋　輝也　　仲里　洋平

金武町	 宜野座　佳奈

読谷村	 大城　友諠　　佐久川　政博　　知花　正人

北谷町	 山内　恵梨香　　平安　崇　　渡眞利　幸樹　　崎原　航

	 仲嶺　勇樹　　長濱　暖

北中城村	 比嘉　くらら

西原町	 島袋　友一　　宮里　勇輝

八重瀬町	 神谷　雅人

与那原町	 山城　司

南風原町	 儀間　博嗣　　金城　直子

那覇市南風原町環境施設組合	 仲本　博政

石川県　千里浜

ぶらりフォトぶらりフォト
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沖縄県町村会が行った要請は次のとおりで

す。

こども医療費助成制度の拡充につ

いて（要請）

　現在、沖縄県のこども医療費助成制度は、

通院が「３歳まで」、入院が「中学卒業まで」

を対象にしています。

　通院の助成については全国的に見て、「２

歳まで」が３府県（宮城県、新潟県、大阪府）、

「３歳まで」が４県（富山県、石川県、熊本県、

沖縄県）となっており、当県は全国でも下位

の位置づけとなっております。

　通院助成の対象年齢を「就学まで」として

いる県が 25県、それ以上に助成する県が 15

県あり、群馬県・東京都・静岡県・鳥取県は

「中学卒業まで」、福島県は「高校卒業まで」

助成しています。

　県内町村のこども医療費助成制度の状況

は、助成の対象年齢を拡大している町村が

17 町村あります。通院の助成対象が「３歳

まで」のところから「中学卒業まで」と自治

体間で異なり、住む地域によって助成内容に

格差が生じているのが現状です。

　また、こども達が健やかに育つために必要

な医療費は、病児を抱える子育て家庭にとっ

ては多大な出費となり、経済的負担の大きな

要因となっていまこどもが病気にかかった

時、医療費の心配なく病院で診察を受けるこ

とのできる制度の拡充は、子育て家庭の切実

な願いであり、病気の早期発見・早期治療は

本県が目指す「健康長寿おきなわ」の復活に

向けた健康行政を推進していく体制づくりに

も繋がるものがあります。

　つきましては、将来の沖縄県を担うこども

達の福祉向上及び子育て支援のため、平成

26 年度から沖縄県こども医療費助成制度の

通院対象年齢を「中学卒業まで」拡大し、同

制度をさらに充実させるよう強く要請しま

す。

　沖縄県知事　　　　　　　仲井眞　弘　多

　沖縄県議会議長　　　　　喜　納　昌　春

要請
平成25年12月
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会務の動き

■	沖縄県町村会

	12月	４日	 政調幹事会、都道府県町村会

事務局長会議、災害共済事務

連絡会議	 （東京都）

	 26日	 こども医療費助成制度に関す

る要請	（沖縄県・沖縄県議会）

１月 ８日	 市町村長研修会、年始会

	 	 	 		 （市町村自治会館）

	 11日	 町イチ！村イチ！２０１４

（～ 12日）	 （東京都）

	 22日	 第 47 回海外地方行政調査団

報告会	 （東京都）

	 23日	 全国自治協評議委員会

	 	 全国町村会理事会

	 	 都道府県町村会長会

	 	 全国町村職員生活協同組合総

代会	 （東京都）

	 	28日	 後継者育成基金事業業務審査

委員会	 （土地改良会館）

	 	31日	 沖縄振興会議、沖縄市町村協

議会	 （市町村自治会館）

２月 ５日	 九州地区町村会長・事務局長

会議（～ 6日）	 （鹿児島県）

	 	12日	 平成 25 年度市町村職員研修

協議会定例会	 （自治研修所）

	 	19日	 沖縄県町村会理事会

	 	 	 		 （市町村自治会館）

	 	27日	 沖縄県町村会第 172 回定期

総会	 （市町村自治会館）

■災害共済事業

12月11日	 法人税経理事務にかかる説明会

	　～10日	 		 （東京都）

■沖縄県市町村職員互助会

２月 ６日	 第３７回研修旅行	 （北海道）

	 ～ 10日	

	 24日	 一般社団法人沖縄県市町村職

員互助会　

	 	 平成２５年度　第２回理事会

	 	 	 （市町村自治会館）

	

■沖縄県市町村総合事務組合

12月12日	 九州地区退職手当等組合事務

研究会	 （宮崎県）

１月15日	 町村議会議員公務災害補償等

組合連合会連絡会議	（東京都）

２月		３日	 定年・勧奨退職予定者説明会

（浦添市）	 （浦添市役所）

	 ６日	 定年・勧奨退職予定者説明会

（石垣市）	 （石垣市役所）

	 13日	 平成 26 年第１回沖縄県市町

村総合事務組合非常勤職員公

務災害認定委員会

	 	 	 （市町村自治会館）

	 24日	 平成 26 年第 1回沖縄県市町

村総合事務組合議会定例会	 	

	 （市町村自治会館）

	

■沖縄県町村土地開発公社

２月19日	 第 127 回沖縄県町村土地開

発公社幹事会

	 	 	 （市町村自治会館）

	 27日	 第 126 回沖縄県町村土地開

発公社理事会

	 	 	 （市町村自治会館）

平成25年12月～平成26年2月



110

会務の動き

■沖縄県離島振興協議会

	２月19日	 全国離島振興協議会第四回理

事会	 （東京都）

	 20日	 沖縄県離島振興協議会理事会		

	 （市町村自治会館）

	 28日	 沖縄県離島振興協議会定期総

会	 （市町村自治会館）

	 28日	 沖縄県離島振興協議会・沖縄

県過疎地域振興協議会　合同

研修	 （市町村自治会館）

■沖縄県地域振興対策協議会

２月19日	 第 56 回沖縄県地域振興対策

協議会理事会

	 	 	 		 （市町村自治会館）

	 27日	 第 56 回沖縄県地域振興対策

協議会定期総会

	 	 	 （市町村自治会館）
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会務の動き
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会務の動き






